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秋
ら
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
学
校
で
体
育
祭
・
運
動

会
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
、
ご
苦
労
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
修
学
旅
行
や
遠
足
・
校
外
学

習
な
ど
の
取
組
も
、
行
先
の
変
更
や
児
童
の
安
全
・
感
染
防
止
の
た
め

の
対
処
を
検
討
を
重
ね
て
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
例
年
に
比
べ

て
準
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
々
の
教
室
や
学
校
施
設
の
消
毒
、
感
染
防
止
の
た
め
の
生

徒
指
導
な
ど
も
含
め
、
多
忙
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
る
よ
う
に
感
じ
て

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く
島
根
県
教
育
委
員
会

が
出
し
た
「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」
が
具
体
的
な
取
組
と
な

り
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
島
根

県
教
育
委
員
会
や
島
根
県
人
事
委
員
会
へ
の
要
望
活
動
の
中
で
、
こ
の

点
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
現
場
の
状
況
を
伝
え
、
多
忙
化
解
消
の
た

め
の
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
に
訴
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

さ
て1

学
期
末
の
、
会
員
の
皆
様
を
対
象
に
実
施
し
た
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
回
答
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
務
局
で
は

会
員
の
皆
様
の
声
を
丁
寧
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
述
し
た

多
忙
化
し
て
い
る
現
場
の
状
況
、
教
職
員
が
不
足
し
て
い
て
児
童
生
徒

に
十
分
に
指
導
・
支
援
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
、
特
別
支
援
教

育
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
現
場
の
実
態
に
合
わ
せ
た
改

革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
各
種
制
度
を
見
直
し
て
子
ど
も
た
ち
に
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
学
校
施
設
等
の
充
実
、
更

新
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
、
事
務
局
で
こ
れ
ら
を
反
映
し
た
要
望
書
の
作
成
を
し
て
お

り
、
島
根
県
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
先
日
は
、
全
日
教
連
の
署
名
活
動
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
教
職
員
定
数
改
善
、
人
材
確
保
法
の
尊

重
・
拡
大
、
義
務
教
育
の
全
額
国
庫
負
担
と
い
う
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
い
た
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
の
署
名

は
、
全
日
教
連
を
通
じ
、
内
閣
・
国
会
に
届
け
ま
す
。 

 
 ア

ン
ケ
ー
ト
・
全
日
教
連
ア
ン
ケ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

  
 

 
 〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
の
教
職
員
の
特
殊 

 

 

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て 

 
 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
県
議
会
に
提
出
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
て 

 
 

 

い
ま
す
。 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
児
童
生
徒
等
（
教
職
員 

 
 

 

を
含
む
）
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
わ
れ 

 

 

た
措
置
に
か
か
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
、
日
額
四
〇
〇
〇
円 

 

を
超
え
な
い
範
囲
で
教
育
委
員
会
規
則
が
定
め
る
額
を
支
給
す
る 

 

と
い
う
も
の
で
す
。 

 
 

支
給
要
件
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。 

 

◇
支
給
対
象
と
な
る
場
所 

 
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
ま
た
は
そ
の
疑
い
の 

 
 

 
 

 

あ
る
者
が
在
籍
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
学
校
。
居
住
し
て 

 

 
 
 

い
る
寄
宿
舎
。
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
。 

 
 

↓
遠
足
や
校
外
学
習
、
修
学
旅
行
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。 

 

◇
支
給
対
象
と
な
る
作
業
内
容 

 
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒 

 

 
 

 

の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
緊
急
に
行
わ
れ
た
措 

 
 

 

置
に
か
か
る
作
業
。 

 
 

↓
患
者
等
に
接
し
て
行
う
作
業
（
検
温
・
隔
離
へ
の
付
き
添 

 
 

 

い
、
手
当
、
移
送
）
や
患
者
等
が
使
用
し
た
物
件
の
処
理 

 
 
 

（
使
用
し
た
場
所
や
物
の
消
毒
な
ど
）
。 

 
 

※
日
常
の
学
校
で
の
消
毒
業
務
等
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 

あ
く
ま
で
患
者
等
が
発
生
し
た
場
合
の
み
対
象
と
な
る
の
で 

 

 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

県
議
会
で
可
決
・
成
立
さ
れ
る
と
、
二
月
一
日
に
遡
っ
て
適
用 

 

さ
れ
ま
す
。 

 
 

私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
命
や
健
康
を
守
る
た
め
に
努
力
を
し 

 
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
で
き
れ
ば
、
大
変
あ
り
が
た
い 

 

 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

事

務

局

情

報 



               

 

 

 文部科学省から、令和2年3月に調査のあった「教育の情報化の実態等に関する調査」の速報値

が発表になりました。島根県に関する部分について抜き出してみますと…。 

学校における主なＩＣＴ環境の整備状況 

 ・教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒数は4.4人（全国平均4.9人）で全国18位。 

 ・普通教室の無線ＬＡＮ整備率は65.5%（全国平均48.3%）で全国5位。 

 ・普通教室の校内ＬＡＮ整備率は85.8％（全国平均91.2%）で全国41位。 

 ・超高速インターネット接続率（30Mbps以上）は78.7%（全国平均96.3%）で全国最下位。同じ

く100Mbps以上は46.9%（全国平均77・8%）で全国45位。 

 ・普通教室の大型提示装置整備率は66.1%（全国平均59.2%）で全国17位。 

 ・教員の校務用コンピュータ整備率は123.2%（全国平均122.7%）で全国21位。 

 ・統合型校務支援システム整備率は48.7%（全国平均64.3%）30位。 

 ・指導者用デジタル教科書整備率33%（全国平均56.4%）。 

 ・学習者用デジタル教科書整備率7.5%（全国平均8.2%）。 

教員のＩＣＴ活用指導力の状況 

 ・教材研究・指導の準備・評価・校務などにＩＣＴを活用する能力は84.2%（全国平均86.7%）

で全国40位。 

 ・授業にＩＣＴを活用して指導する能力は64.3%（全国平均69.8%）で全国40位。 

 ・児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力は65.5％（全国平均71.3%）で全国43位。 

 ・情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力は74.9%（全国平均81.8%）で全国44

位。 

 ・令和元年度中にＩＣＴ活用指導力の状況の各項目に関する研修を受講した教員の割合は37.9％

（全国平均50.1%）で全国41位。 

以上から言えることは… 

 島根県はＩＣＴ環境の整備が着実に進められていますが、高速度のインターネット接続が遅れ

ています。そのため、今後高速度で大容量のデータの通信が行われる際には、大きなハンデとな

る可能性があります。またデジタル教科書の整備率が低く、授業での活用に教材を作るなどの工

夫が必要になっています。また教員のＩＣＴ活用指導力は全国平均よりも低く、教員の研修が急

務となっています。 

 ＧＩＧＡ構想の前倒しで、各学校に大量の児童生徒用端末（タブレットやパソコン）が入って

きます。私たちはその活用や指導方法、維持管理などについて早急に対応する必要があります。 

 

新会員加入助成のご紹介 
 
① 新規に会員が加入された場合 

 

 単組・支部と学校にそれぞれ 

 ２，０００円の加入助成金を支給 

 します。 

 （講師会員の加入助成金は、単組・ 

支部と学校にそれぞれ５００円です） 

 

② 勧誘活動の助成 

 

 学校や専門部会において、新規に 

会員を勧誘するための茶話会等を行 

われる場合は、その経費の一部を助 

成します。 

 

 島教協事務局までご相談ください。 

  電話０８５３ー２２－７７６２ 

島教協相互援助規定のご紹介 

①結婚祝金の給付  ５，０００円 

②出産祝金の給付  ５，０００円 

③永年勤続祝金の給付５，０００円 

④病気見舞金の給付 ５，０００円 

   (傷病約１ヶ月の療養) 

⑤災害見舞金の給付 

（住宅又は家財の損害を受けたとき 

         程度に応じて） 

⑥死亡弔慰金 

   （会員・会員配偶者死亡） 

 

上記の規定に該当するときは、 

 ご本人または学校代表は、 

  事務局まで連絡をお願いします。 

 

  電話０８５３ー２２－７７６２ 

教育の情報化の実態等に関する調査結果から 

教員免許更新講習について 

（情報提供） 
 新型コロナウイルスの感染拡大に

伴い、学校の業務増大等の理由があ

る場合には、更新延長が認められま

す。この場合有効期限の2か月前まで

に島根県教育委員会に届け出ること

になっています。 

 現在、自宅で受講できる方法（放

送大学のネット、島根大のＤＶＤ）

もありますので、ＨＰ等で検索して

みてください。 

 くれぐれも失効されないよう、計

画的に受講されるようお願いいたし

ます。 

※分からない点があれば、事務局に  

 お問い合わせください。 


